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ユダヤ教会歌とグレゴリオ聖歌

水　　野　　信　　男・

Nobuo　MIzUN0　The　Synagogue　Cant111at1on　and　the　Gregor1an　Chant

　ABSTRACT．It1s　genera11y　sa1d　that　synagogue　ca皿t111at1on　and．the　Gregor1an

chant　have　mf1uenced．on　each　other　through　the1r　deye1opmenta1stages　unt11tod．ay，

and　above　a11that　the　formerユs　one　of　the　mam　sources　of　the1atter　The　common

features　observed．m　both　mus1c　te11us　of　such　h1stonca1c1rcun1stances　Bes1d－es，m．ost

mterestmg1y，these　common　features　seem　often　to　be　the　yery　ones　that　the　anc1ent

Jew1sh㎜us1c　had．　Here　the　connect1on　between　the　synagogue　cant111at1on　and－the

Gregor1an　chant1s　exammed．especla11y　from　the　lmoda1s且d．e

　Th1s　paper1s　o1ne　of　my　stud1es　of　Jew1sh　mus1c

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）
1．ユダヤ教会歌とキリスト教会歌にみられる類似点について

　ユダヤ音楽が，一般に，その永続的・本質的貢献をしたのは，キリスト教音楽を通してであ

った、しかしながら，この事実は，長いあいだ，見遇こ1されていた。両者の音楽上の関連が決
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）
定的に証明されたのは，ようやく20世紀になってからである。
　　　　　　4）
　近代の研究者によれば，多分，グレゴリオ聖歌や，ギリシャ正教会1アルメニア教会などの

歌のうちの古い層は，起源的には，ユダヤ教会歌の型を改作したものと考えられている。’ユダ

ヤ教会歌とキリスト教会歌の共通要素の申にヲユダヤ起源のそれが含まれ下いるといわれるの

は，形態そのものの研究結果に加え，その共通要素の申に，とくに，キリスト教との接触のな

かったユダヤ人共同体（イエメン，ジェルバ，ペルシァなど）のオリジナルな純粋性の申で保

たれた音楽的伝統が観察されることによるのである。この場合，共通要素とは，ユタヤ教会歌

からキリスト教会歌へ移行した，ユダヤ音楽の古代要素にほかならない。

　しかしながら，ここで注意を要するのは，「キリスト教会歌→ユダヤ教会歌」という逆の流

れも，また，ありうることである。ユダヤ教・キリスト教の相互影響の関係は，最初のほぽ干

年間は，「前者→後者」だったが，それ以後は，「後者→前者」となり，ユダヤ人は，周囲の

’異邦人、の歌を，次第に採用するに至った。後世，ユダヤ教がとり入れたもめの申には，カ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5）
トリックやプロテスタントの歌の調べ，とりわけ，「韻律的賛歌の調べ」などが含まれている。

　ユダヤ教会歌とキリスト教会歌の相互依存に関して，つぎの3つの重要な形態があげられ
6
）

る。
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56 ユダヤ教会歌とグレゴリオ聖歌

①旧約聖書の朗唱cant111包t1on

②　詩篇唱
　　　　　　　　　　7）
③いわゆる「混合形態」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8）
2．ユダヤ教会歌からキリスト教会歌への移行の初期の過程

古代，エルサレムのユダヤ人は，申央の大神殿以外に，多数のシナゴーグSynagOgue＝「祈旛の

家」＝ユダヤ教会をもっていた。これは，安息日Sabbathの礼拝のための集会所であった。シ

ナゴーグは，神殿の崩壊（70A．D．）後も存続した。シナゴーグの音楽が，神殿の音楽の影響

をうけたかどうかはわからないが，少なくともタシナゴーグの音楽には，神殿におけるよう

な，レビ人のコーラス，オークストラなどの，豪華で著像的な性格はない。楽器は，特別の祭

日に吹く角笛を除けば，いっさい使われず，声楽的要素のみによる簡素な形態をそなえていた。

こうして発展しでいく儀式1祭儀にと毛なう声楽の総称が，本論文そいう「ユダヤ教会歌」な

のである。ソナコークの儀式集会では，詩篇がうたわれ，聖書朗読も祈薦も，朗唱的な調子を

もっていた。この朗唱cant111at1onは，今日なお憤行的につついている東洋民族の儀式習憤
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9）
と同じたぐいのものである。離散Diaさporaの後にも，シナゴーグは，各地に存続し，ユダヤ

教の神事祭は，これらの離散の地でも，本質的に，エルサレムと同じように行なわれつつけた。

　ところで，これらのユタヤ教のcant111at1onが，キリスト教。前クレゴリオ聖歌へと漸時移行

していく遇程は，つまびらかではない。ここでは，「ユダヤの伝統歌をキリスト教会に伝えた

のは誰か」という問題に関して，2多3の文献例をあげるにとどめよう。たとえば，「おそら

く，ローマのユタヤ人共同体が，仲介の役割を果したのだろう」（Ide1sohn）とか，「キリスト

教への改宗者Prose1yteのカントールが，ユダヤの歌を，非ユダヤ人（異邦人）のキリスト教

会にもたらした」（P　Wagner）という説がある。E　Wemerは，そのような改宗者のうたい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10）
手の名前と活動について，ローマの碑文を調べている。碑文にあるうたい手は，エルサレムか

ら，以前はエルサレムの司教bishopであったローマのDamasus教皇のもとにきたカントー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11）
ルである。このほか，初期キリスト教の教父たちは，その著書の申で，しばしば，キリスト教
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12）
会歌が，ユダヤ教会歌を正統的に継承していることに；言及している。また，キリメト教の

「福音伝導者」が，以前のシナゴーグの宗旨仲間に援助を乞うたことにより，かなりのユダヤ

のカントールが，キリスト教の礼拝で，その芸術を披露した。たとえば，アレキサンドリアで

は，ユダヤ教からきたカントールも，詩篇歌手の職を司ることができた。当時は，キリスト教

の儀式の歌として，ユダヤ教会歌を採用することには，別に反対はなかったのである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13）
　3．イエメンのユダヤ教会歌とグレゴリオ聖歌の共通性

　古代ユダヤ教会歌の要素は，今日までヨーロッパ1キリスト教世界と，ほとんど，または，

完全に，関係をもたなかったユダヤ人共同体の歌の申に，発見することができる。そこでは，

文化上，外界と断絶されてきたことによって，多くの世紀を経て，古代の歌の習慣が保存され
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ていると考えられる。

　オリエント1ユダヤ人集団の1つであるイエメン共同体は，ヨーロッパから完全に隔絶さ

れ，キリスト教とは全く触れあわなかった。ところが，一この共同体には，キリスト教会でうた

われる歌と本質的に共通している要素をもつ歌がかなりある。この「共通要素」は，とりもな

おさず，古代パレスチナの音楽形態に，その源をもっているといえるのである。

’イエメン共同体のユダヤ教会歌とキリスト教会歌の共通点を以下に示そう。

　　　　　　　14）
　（i）　Canti11ation

　イエメンのモーゼ五書（いくらかの詩篇にも用いる）のうたい方が，グレゴリオ聖歌の詩篇
　　　　　　15）
にみいだされる。

　（Ex1で，保続音Tenor，Rez1tat1onston，Vortragstonは，みδとαのあいだをゆれうこ1

くが，これは，キリスト教東方教会の歌と同じ特質である。）
　　　　16）
　　Ex．1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ye皿・nite）
　　　　　　　　ム1由㈱　　石卿　　肋伽油伽飢腕羽鮒　　　励必5

　（ii）　曲尾のカデンツ

　ヨーロッパ音楽には，曲尾にメリスマはない。しかし，キリスト教会歌には，ユダヤ教会歌
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17）
と同様，終止メリスマFma1me11smaをもつものがある。
　　　18）
　Ex．2

　　　　　　　　　　　Pθn七出euch　　　　（Ye皿帥iセe）
　　　　　　　　　　　　　　　　雪一『

（iii）詩篇唱読

Ex．3は，会衆全員が起立してうたう安息日の詩篇唱Sabbath－Psa1modyである。グレゴ

リオ聖歌に，やはり共通のものがある。

　　　19）
　Ex．3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ye固en■竜e）
　　　　　　　　肋伽乃肪　　　　舳伽拒　1〃亡f蜥伽昨　　　励ψ5

　（1∀）　Omen（＝Amen）

Ex4は，司祭Pr1estと祈薦の先唱者Prayer1eaderの呼びかけに対して，会衆によって

うたわれるO皿enである。これもグレゴリオ聖歌にみいだされる。
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58 ユダヤ教会歌とグレゴリオ聖歌

　　20）

Ex．4
（Ye㎜帥ite）

　　　　　　　　　　　　　　　　　o｝　榊流．

　っいで，イエメン・ユダヤ教会歌とキリスト教会歌が，互に，共通要素を含んでいるいくつ

かの例をあげてみよう。

　（i）

　　　　21）
　　Ex．5

　　　　　　　P8，122　　　　　　　　　　　　　　（Ye鵬皿i．七e）

　　　　恩

Psをユ09 （Gregorian）

　aは，イエメンの詩篇唱psa1mody．もっとも典型的な3音構造に属するもの（この例では，

派生音を含んでいる）。オリェントのユダヤ人共同体の多くに今も保存されている。bは，グ

レコリオ聖歌のpsa1血ody

　（ii）

　　22）23）
　　Ex．6

　　　　　：Ps④81　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ye㎜en■te）

a

P8⑧45多2 工⑧T　n，　Gr§　Orian

主音は∫，保続音はα，半終止は，主音上の2度，g’．

（iii）

　　　24）
　Ex．7

（Y帥帥i竜e）

包

工nVi也a七〇riu㎜ Y工地To蝸、（Greori鋤

　b

　aは，イェメンのPsa1mdy（司祭の祝福b1essmg）。bは，クレコリオ聖歌の招文1nv1ta－

toriu工n　（VIth　tone）、
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（iV）

　　25）
Ex．8

（Y・鵬肌也・）

（ヲ

Gre　Oria皿

aは，Tef111a（ギリシャ　ヒポドリア）旋法。bは，周期的にリディア旋法が入っている。

（V）

　　26）
Ex．9

　　　　　　　Shg皿a

　　　　a。

Te　Deu固

（Y・皿・ni七e）

（G・・g・・i・皿）

b

4．イェメン以外の「ユタヤ教会歌→キリスト教会歌」の例

　前項で，イエメン・ユダヤ教会歌とグレゴリオ聖歌に共通した，ユダヤ音楽の古代要素をみ

た。「ユダヤ教会歌→キリスト教会歌」の移行の例は，このほかにも多い。（ただし，両者の

共通例の巾には，厳密には，「ユダヤ教会歌→キリスト教会歌」という移行遇程が，はっきり

していないものもある。以下，その移行過程の確実なものについては，そのつど，理由を書き

そえることにする。）

　（1）聖書朗唱遍捌e　C弧伽且a曲皿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　27）　　　　　　　　　　28）
　（1）　オリェント共同体のモーセ五書Pentateuch旋法とキリェ1エレイソン（ギリシャ

ドリア，グレゴリアン：第3旋法）
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　　29）
Ex．10

皿xoa⑧12921・ξ2

r一一一一一丑

ユダヤ教会歌とグレゴリオ聖歌

＆

　　タ）　　　　　　　　　　　’　　　・　　斗　∂・　多　十θ

　　　　　　r一・＾外　　ト

虜

　　　　　　　　　　　且、r　r＝、
　　　十　　　　　　　　凄　　♂　　．　　．’斗

3　　　　　　　　　　　ト

ヰ

r、、丑、r　r一里一r
ε　　　　　　㌧　　　　　6

Kyri8慶　eユ㊧i圏◎皿

　　　　　　五二r
　6　．　　　　　　　　　）　9

　　　6レ　　　　　　　θ十”十

脳i耐丁◎鵬（G鵬g◎直魍）

　　　　　工、r
　6　多1．　　≠　　茗

　　　r－3，r
㌧一1“　　　一　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　里｝r　r｛工一r　r、晃
　　　　　　　色　　　　喜　　　　　　　6　　　　タ　多　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　6
　　　　　　　　　　　　ノ）辛　　1　　　、二、．　　　　）

　　　　　　～r　　　　　　　　　壬・一、r　　。乱F一一rF□口2・r

　　　　　　9　θ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　3　　画
　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌧十　ソ

　ユダヤ教会歌が，キリスト教会歌から，この旋律を借りなかったということは，つぎのよう

な理由から確かである。この旋法は，オリエント共同体の伝統であり，これらの共同体は，バ

ビロニアも含めて，ローマ教会と接触しなかった。一方，キリスト教会は，1世紀にユダヤ教
　　　　　　　　　　　　　30）
会歌から多くの要素をうけついだ。このようにして，aは，bよりプリミティブな形というこ

sokyu

sokyu

sokyu

sokyu



　　　　　　　　　　　　　　　水野信男　　　　　　61
　　　31）
とができる。

・では｛1はそれぞれ圭・である・第・度音∫は・と結びつ／とき■音だけ

高くなる。終止，半終止は，つねに主音θでおわる。音域は，主音の上方3度（特別なアク

セントの場合のみ4度），下方2度または3度である。一方，bも同じ特徴をもっている。た

　　　1だし，　　　6がない。
　　　4

　（ii）Pentateuchの「申命記」とグレゴリオ聖歌の詩篇旋法［調コPsa1m　tone

　　　　32）
　Ex．11

　　　n馳危、34雲2　　　　　　　　二　　　　　　（P・蝸i醐〉

＆

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エエエ、T◎n臼（GregOria瓦）

b　　　摩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　食

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エエ。To山（Greg◎ri触）

c

（m）エレミヤ哀歌La1mentat1ons

　　33）
　Ex．12

La皿1茅1 （Baby1o皿ian）

包

工脳、仏■6 （G蝸90ri触）

《 虜　ノ　　　虜一／ 多　ソ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　べ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　夢　　汐

　E瓦12．bのクレコリ才聖歌のLamは，aのユタヤ・オリェントの旋法（テトラコルト，

9サみro＝∂一θチ9）に近い。
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34) 

Ex. 13 

La'a. 5 s 55~57 (Portuguese) 

a 

Lam. I , l ( Ashkenaz i c ) 
f3 ~ 

b
 

,~e 80 
e
 

Lam 5,1-2 (Sephardi c ) 

c
 

e e , e 
La~l. 5 , 1-2 (AShkenazib) 

d
 

e
 

Prime lectio(Gregorian) 

e
 

~-11 
e
 

e
 

Ex. 100. e ~)i7' ~ ~f lj ;~~~~~l~, a, b, c, d (1)iL~f~~) cantillation e~, t~~~ 

h lj 7~~~!~~C'a5 ;~ 
. 

35) 

Ex. 14 

Lamen t a ti on 
( Syn~~g~ogue ) 

a 

Larnentation 591 . 
( Church ) 

b
 



a 

(iv) ~ ~f~~) cantillation 

36) 

Ex. 15 

r-1 

s~3 :~1 

7jc ~; f~-'-･*'=' 

~ tf~~r *) ~~~~:~~~) 

~
~
:
 

Lamentation. 

(Asian) 

63 

rL ~~~ 

b
 

c-~t 

~, ~ 

ri~~1 

9
 

Secunda lectio ( Gregorian) 

rrl~:;--~ r~~ -~ 

~~----, 

Ex. 15. a e~, 

37) 

Ex. 16 

Job 5,5-4 

,~'--.E~t~~-'~~1~'-'-'-'F! ~)~~.--,~,--~ii;~~. 

+~ A /T1~~ ;~ IJ :~)/ h ' Jl~ A")~:~ b l~, if ~ ~1' IJ ;~~!~~;{~~) Lamentation 

( Sephardi c-Ori en tal ) 

a 

Lam*l ( Gregori alL) 

b
 

a 

Ex. 16. a e~, 

38) 39) 

Ex. 17 

Levi ti cus 

"= b ~7-'-'~~"-'E J 
o 

16 9 1-2 

~)~~~. b . ~ ) ;t~!._,_Q?u:;~~e~ ~)/~~'~~l 

Pentateuch f o r 

13t~~~C~~~~!~iC J~ ~. . 

the High Holi da~~s ( Ashkenazi c ) 

Fror Ja s-tl4o ~:1 
?!e'Lt,L*JaULC -I~e 

b
 

IJam. 5 , l (Gregorian) 

 

~e ~ 
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(2) ~-~~~~J~1=p~ psalmody, ~~~~~Mla=i~;~: [-~l~---,] psalm Tone 

psalmody, psalm tone IC ~ , ::L ~~~;~t~~~~*~-"~;,~~, 40) ~ Ij ;;~. h~:~~~~-"";~~~)~~~~}-~~!~~:~)~:=;~~~*.~~~~Cr~. 

r~/ IJ 7, 7)V~~7, ~:~:/C~, ~~C~)~]J 7. h~_~~~)~i~:~~Ej~I~)~~~~:1~, :I~~~~~'~: (~~~) 

~)'[~:~11+~f~;~ ~~C ~~ ~' J (P. Wagner). 

(i) 
42 ) 

Ex, 18 
( Se phardi c ) 

a 

P~･ . I 14 Tonus Peregrinus(Churdh) 

a 

-b 

b
 

(ii) 

43) 

Ex. 19 

Ps . 19 , I -2 

e
 

(persian) 

S . 92 9 1-2 

e
 

( Se phardi c ) 

d
 

IV.Ton. (Gre orian) 

_ Ir 

( Grego ri an ) 

Ex. 19. a, b l~, 

(iii) 

45) 

Ex. 20 
Ps . 91 . 1-2 

~ ~f ~~'~_･~~ ,~"~'*~~, 
44) 

c, d l~~~~'j ;~~:,~-";~~. 

a 
,~ 

( S e phardi c- Ori ental ) 
C
 

P~ ･ 72 , 1-2 ( Sephatdi c-Ori ental ) 

b
 

~ e ~ e 
e
 

c
 

(Ashk'enazic) 

d
 

( Gregorian) 

~
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(iv) 

46 ) 

Ex. 21 

Ps . 92 9 2-5 
13 

( Sephardi c-O ri ent al ) 

a 

(Gregori_~~:) 

b
 ---r] 

(V) 

47) 

Ex. 22 

b
 

Ps . Il l -2 

~ + e e e ~･ e 
c
 

(Moroccan) 

Ps.ll9 1-2 ( Ashkenazi c 

o
 

c
 e e 

c
 

II . Ton. 

+ e 

Gre o ri an 

+ ~ 
(vi) 

48) 

Ex. 23 

Ps.81, ,l ( Yemeni te ) 

b
 

I's 81,1-2 
(persian) 

VI . Ton . ( Gregori an) 

c
 

(vii) 

49 ) 

Ex. 24 

Ps. 5 
(Ashkenazic) 

a 

b
 

Ps. Gre o ri an 

Ex. 24. a I~, 
50 ) 

Teffilla ~~~i~~)~[J~~, 
51 ) 

Adonoy-moloch ~~~~!~, b l~, ~ll;flJ -) /' : ~~5~~ 

~; ' Ps o
 

95 I~, r~~), i~lc~ ~~l~> ~ ~, d~~)~'* ~ r~~~~* J~L ~* o F' a ~)~~~ ~~A~t 
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歌は，安息日Sabbathへの導入曲で，金曜日の夕べの礼拝でうたわれる。bのグレゴリオ聖
　　　　　　　　　　52）
歌は，招文inVitatoriumのために用いられる。

　この旋法を，アシュケナージムがキリスト教会歌から借りなかったということ，すなわち，

それが・もともとヲユタヤ教会歌の旋法であったということは，つきのように証明される。b

のグレゴリオ聖歌は。1640年の写本からとられたものだが，この調べは，すでに11世紀に，キ

リスト教会でうたわれている（Ex．25）。

　　　　53）
　　Ex．25

さらにヲこの旋法が，イエメンのユダヤ人共同体の歌に発見される（Ex．26）。
　　　54）
Ex．26

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ye鵬蛆柘）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’3、
　　　．　．＿．＿＿　　　　　　　　　　　　　　　紬‘　　　　　　　　　　　　　　奮　　　　　多

　イエメンの例の曲尾のモティーフは，ギリシァ：ドリア旋法であり，11世紀写本のグレゴリ

オ聖歌（Ex．25）に，この旋法が移されていることがわかる。E瓦24のPs．95は，a（アシュケ

ナージム）もb（グレゴリオ聖歌）も，∫でおわっている。これは，ドイツ音楽の「長調」の

影響によるもので，ギリシァ　トリア旋法が3度下行して長調　　この例ではへ長調　　の主
　　　　　　　　　55）
音を形成したのである。

　要するに，この旋法は，ユダヤ教会歌→キリスト教会歌（11世紀写本）→キリスト教会歌

（17世紀写本）という経遇をたどったことになる。そして，イエメン・ユダヤ教会歌の形

（Ex．26）は，この申で，もっともユダヤ音楽の古代要素に近いものと考えることができる。

　（Viii）

　　　　56）
　　Ex．27

　　　賄・92。一16　　　　　　　　　　J帥i8hC馳ti11帥ionT皿皿i串皿・⑬池＆

　チュニジア・ジェルバ島の，忘れられた小集団，ユダヤ人共同体が，幾世紀にもわたってう

たいつつけてきた詩篇唱（Ex27）と，今日のローマ教会の詩篇唱の両方には，同じ基盤にもと

づく旋律がみとめられる。

　ジェルバ島の、ユダヤ人と，カトリック教会の，2つの世界は，今日までけっして出会うこと

はなかった。このため，ここにみられる両者に共通する旋律は，古代ユダヤに，その古い根源
　　　　　　　　　57）
をみいだすことになる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　58）
　（3）祈薦（歌）の旋法P蝸y班皿⑪由
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59) 

Ex. 28 

a 

(Bagdad and all communi ti e s ) 

e
 

b
 

Dani el Pro in Of f 

Ex. 28. a l~, 

(ii) 

61) 

Ex. 29 

60 ) 

Tefilla f~~'(~~:, b l~, 5i~~.~EE~･ 5 ~;p -. ~~ _ ~~rL':~IJ;/) ~ ~ ,j 7~/~~~: C= Tefilla ~.~ 
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b
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e
 

( Gernan 

Ex. 29. a ~~ 62) , Esoh de'i (~~i~I~, Simon bar Abbun 1lt~:7~'<7~"E) , 

A -" ~･~~~l582~F:1)~:~~'< C~) ~ ~) (1619~~1C~~~U ~ tL7t). 

(iii) 

63) 

Ex. 30 

b e~, ~ 4 ･y ~) ~ h 'j y i7~~ 
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　　　　　　　　　無・・蝸・晩肋・1i…㎎）

b

工 工 　　（工　　　　　　　皿

　　　　　　　　　　64）
　Ex・30・aは・〃θ加（詩は，Benjamin　ben　Yerach14世紀），bは，ドイツのカトリック

教会歌。

　（iV）

　　　　65）
　　Ex．31

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Y帥帥i七e）

　　勧

h

（Sy・i包c－0ri馳七飢）

・韓峯蕾…彗…睡葦葦欝葺詮
工V也h　T⑪皿鱈　Gr⑱　or工幽

a
　　　　　　　　）　虜）　　　　　　　　　　　　㌧1多　　　　㌧　多ノ　　優ヰ奮

　Ex31a，b，cは，Tef111a旋法，dはクレコリァン第4旋法（感情をこめた夢想的な性

格をもっていて真心からの祈りに適している）。

　Tef111a旋法は、イェメンを含めた広範な地域のユダヤ人にうたわれているため，「ユタヤ

教会歌→キリスト教会歌」の移行は，はっきりしている。このことからも，Tef111a旋法が，

ユダヤの古代的な要素にもとづいていることが証明される。

　（y）

　　　　66）
　　Ex．32

　　　　・・…　　　　一1、　　　　一、、（A砒◎蝸z・・）

　a

Da蛆e13．1 （鮒昭鮒五鯉）
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　Ex32aはTef111a旋法。最初の3音には，ヨーロッパ音楽の「長調」の影響もみられる。

bのおわりのメリスマは，ヨーロッパ音楽にはない性質のもので、ユダヤ教会がキリスト教会
　　　　　　　　　　　　67）
へもたらした型の1つである。こうして，「ユダヤ教会歌→キリスト教会歌」（a→b）の移行が

明白となる。

5．ユダヤ教会歌とキリスト教会歌の相互影響について

　ユダヤ教会歌とキリスト教会歌に共通の要素があるからといって，すべて直ちに，ユダヤ教

会からキリスト教会へ移ったもの，と断定するわけにはいかない。両者が接触した以上，同時

に，ユダヤ教会がキリスト教会から逆に影響をうけた場合もあるのではないか，という疑間が

起こる。

　「ユダヤ教会歌＃キリスト教会歌」という形で示される相互影響の顕著な例として，ドイツ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　68）
のユダヤ人’（アシュケナージム）の宗教歌とカトリック教会歌の関係があげられる。この相互

接触は・9世紀から17世紀までつづいた・その間，ヨ12世紀には，双方の旋律，hymnの交換に

対する反対運動が起こったこともしられている。アシュケナージムのユダヤ教会歌は，ドイツ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・69）
のカトリック教会のもっとも初期の歌の調べと関連をもっている。カトリック教会音楽も含め

て，ドイツ音楽は，ユダ†人のセ今・オリエントの歌また，ドイツのユダヤ教会歌に，かな

りの影響を及ぼした。とりわけ11～14世紀のミンネソング時代にはいちぢるしかった。これは，

申世後期，とく戸乙13世紀以来，ユダヤ人は杜会的に絶望的な地位に追いやられたため，ドイツ

におけるユダヤ音楽が停滞し，従来とは逆に，受身の立場で外部の音楽を吸収したことと関連

があると思われる。この結果，新しい型の“Judeo－German　Song”が生まれ，これが，トイ

ツ・ユダヤ人の真の表現形態となった。このアシュケナージムの歌によって，ヘレニズム時代

以来，はじめて2つの相反する要素が合流し，混合して，1つのものを形成することになっ

た。11～15世紀及びそれ以後のアシュケナージムの歌のうち，詩文につけられた調べは，ほと
　　　　　　　　　　　　　　　　　70）
んどドイツ音楽の要素で占められている。

6．外部の音楽の影響による，ユタヤ教会歌とキリスト教会歌の共通要素

ユダヤ教会歌とキリスト教会歌の共通要素が，本来ユダヤ教会のものでも，キリスト教会の

ものでもなく，全く外部の音楽からの両者への影響によって生じている場合がある。

外部の音楽

　　↓　　　　　　　　　　↓
ユダヤ教会歌→1共通要素1←キリスト教会歌
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（i）

　　　71）
　Ex．33

づ、　　（A曲k・蝸・i・）

A8hke皿aZ1◎

　摩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　多

G1oria（Gθrm＆皿　caもh◎1i⑫　eh皿rch）

C 十紗
　⑧

固　畑　虹幽匝c旭n
d　　　　　　　　寸

　　　　　　　　　　　多　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　多

　　　　　　　　　　　　　　　　72）
　Ex．33．a，bは，Mogen－O▽os旋法によるアシュケナージムのユダヤ教会歌，cは；　ドイ

ツのカトリック教会歌である。この両者に共通した調べが，アラブ音楽の申で，マカーム

Bayat1による旋律として存在する（d）。アラフ音楽の要素がトイツのユタヤ教会歌とキリスト

教会歌に入った遇程には，つぎの2つが考えられる。
　　　　　　　　　　　　　73）
①ドイツの巡礼者がムーア人から学んできた（→Judeo－Moorishsource）。

②　パレスヂナヘ行った十字軍がもちかえった。

（ii）

　　　74）
　Ex．34

（細肚鋼駆i◎）

　　　　（G⑬岬醐聰眺◎1i⑬ch皿rch）
（

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　75）
Ex．34・．aのEZ㍑吻o〃は，詩文につけられた旋律で，「破壊の日the　Day　of　Destruction」

にうたわれる悲歌である。bは，　ドイツのカトリック教会のもの。　「断食日の歌fast　songs」

の1つとして1642年に印刷された。a，bの旋律は類似している。

　ところカミ，この旋律は，つぎのEx．35に示されるように，スペインやボヘミァの民謡にあ
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る。

　　76）
Ex．35

（鞄醐i團h蝸1k帥㎎）

　　　　　　　　幽

（C鯛曲◎魯1◎惚kia胴B◎h鯛立鋤F◎1k8◎皿）

　　　　　　　　　　　　　蜜

　これは，多分，スペイン起源の旋律（Ex．a）が、巡礼者によって申1東ヨーロッパヘ運ばれ

たものであろう。申世に多い「旅する旋律tra∀e11mg　me1ody」の一例である。

　ユダヤ教会とキリスト教会に共通な歌には，以上のように，多様な相がみられる。そして，

その申には，歴史的・地理的条件から，ユダヤ音楽の古代要素とみなされるものが入っている

ことがわかる。

　ここでは，ユダヤ教会歌を考察の基調とし，その，キリスト教会歌（おもに，グレゴリオ聖

歌）との関連を調べたが，一方，視角をかえて，グレゴリオ聖歌研究の立場か’らは，はたして

どのように，ユダヤ教会歌がながめられているだろうか。この問題に関する論文紹介とその検

討は，別の機会にゆずりたい。

sokyu

sokyu

sokyu

sokyu

sokyu

sokyu
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注

1）筆者は，先に，＜ユタヤ音楽研究　　宗教歌の旋律型と旋法について　　＞（島根大学教育学部紀要第

　　2巻1968）で二比較総譜を申心に，主として，地理的状況から，帰納的に，ユダヤ音楽の古代要素を抽出

　する方法を試みた。本稿では，いくつかの歴史的断面をとって至そこにみられるユダヤ教会歌とキリスト

　教会歌（おもにグレオリオ聖歌）の平衡関係から，古代ユダヤ音楽の要素を観察する。前稿を共時的考察

　とすれば，本稿は通時的考察である。

　　なお，本稿は，はじめ，「シナゴーグ歌とキリス‘ト教会歌」という表題のもとに構想された。しかし多

　二手全二少SynagOgueということばが，少なくとも日本では般的でないこと，いっぼう，皐う三ト薮

　会といえば、広義には，東方教会も含めうるが，ここであつかうのは，ローマ⑧カトリック教会の歌，お

　　もにグレゴリオ聖歌であること，などの理由から，脱稿後，思いきって，表題を，「ユダヤ教会歌とグレ

　ゴリオ聖歌」と改めた。しかしなカ圭ら，本稿の実質的内容は，はじめの表題「シナゴーク歌とキリスト教

　会歌」にしたがっていることをことわっておく。

　　　　本稿のおもな参考文献主

　　AGastou6C肋励ルゲ功Cん”砿Gブ6go㈹舳（RωμθあC加励Gブ6goブκ〃，Par1s1930／1）

　　E　Gerson＿K1w1　Hz〃θZωα伽6J泌伽∫z〃H泌陀ω＿0〃伽zαZ　C加枕　　（Fθ5赦伽沸月ら閉ηoん
　　　Bθ55θZθブ，Le1pz1g1961）

　　んZ・Id・1・・h・・1）ぴ棚肋θ乃柳1g伽俗（肋・伽・ん6θ・脇・侮㈹脇加，、跳炊乃払
　　　Ber1in1930）

　　AZIde1sohnPα閉〃θ1θ〃zω156加〃G焔goηα1郷6加〃舳∂Hθ伽＿o〃刎肋Z鮒加〃Gθ5α〃gω伽θ〃

　　　（Zω娩伽！　M蜘泌ωz35伽50ゐ幼二1一γ1922）

　　P　Wagner　DθブGr昭o舳舳伽Gθ∫α〃g　（肋〃泌〃oんゐr〃螂侮356肪伽，Er3炊〃Z，Ber1m
　　　1930）

　　E　Wemer冊θ8鮒θ∂jB〃gθ（London－New　York1959）

　　このうち，E　wemerの丁加8α6榊63〃gθは，紀元後1000年間の，ユタヤ教会とキリスト教会に

　おける典礼と音楽の相互依存状況に関する，体系的な研究書である◎

2）「多くの個々の調べを含む全体的旋律型が，ユダヤ教会歌とキリスト教会歌に共通していることに注目

　することは，重要である」（Gブoηθ1V　P630）

3）19世紀には，まだ，初期キリスト教音楽を，古代ギリシャ音楽の変形したものとして，解釈する傾向が

　あった。

4）A　Z　Ide1sohn，A　Gastou6，P　Wagner，E　We11esz　E　Wemerなど。

5）　Groηθ117p．630

，6）同上p．629

7）　＝ミサ通常文，テ・テウムTe　Deum，クラトゥアーレGradua1s，トラクトゥスTractusなど。

8）　　H131s．76＿78

9）　たとえば，ダマスカス，アレクサンドリア，ローマなど。

10）　G汽oηθ1y　p．629

　（A）Deusded1t（＝ヘフライ語Jonathan）の墓碑の碑文。

　（B）Redemptus（これも典型的な改宗者の名前）の碑文。

11）ユダヤ教会歌の採用は，初期キリスト教会の教父（神父）の継続的な努カによるところが大きかった。

　　（∫M　p．61）

12）　Gブoηθ1’V「p．629

13）HB1s．77参照。

14）P　Wagner　Gブθgor脇Z肋∬s240参照。
　　クレコリオ聖歌とイエメノ共同体のLa血entat1onsの比較（HOM81s88の曲を引用して共通性を
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　証明している）。

15）H0〃81s17ff，53，61ff68ff，107参照。

16）　HB1－s．77，HOM81’s．53

17）一般に，メリスマ的な歌にも，ユダヤ教会歌とキリスト教会歌には，一定の類似がある。

　P．628）

18）Morgengebete（地r　Sabbat　und　Werktage）　HB1s77，H0〃81s55

19）　月脇1’s．77，H0－M81s．64

20）　HB∫s．78，H0〃：81s．70No．26

21）　FHB　p　44（1）〔aはH0．M8∬s　68〕

22）a＝2アハ∫1γs．519（3）；　b二2ア〃∫γs．521（1）

23）　この譜例のbについて。Gro閉1γp．629を参照。（若干，音が異なっている）

　　　　　P8．4592　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（C血旭r◎h）

73

（Groηθ〃

24）　Groηθ∫γp．628

25）　　2ア1甘∫τ1s．524

26）　Groηθ1’τ1p．630

27）島根大学教育学部紀要（人文・杜会科学）第2巻1968p．52f．参照。

28）　P7伽θ∬｛o〃αrづz舳，Rom1894s．36

29）　a＝〃∫p．40（1）；b＝JM　p．42（5），HOM8∬s．43　（譜例申の数字は，a，b両方の譜例に共通

　のモティーフを示す）

30）　このことは、古い著述家，および，今日の歴史家によって実証されている。

31）　グレゴリアン旋法（b）では，単旋聖歌のために，歌のすべての音符に対して，等しい音時価の規則を

　確立することによって，ユダ†教会から借りた歌の特徴（即興の非拍節的な自由な性格，オリエントの生

　活そのものの色合である装飾など）が失われている。「ユタヤ音楽研究　　リスムについて　　」（拙稿）＞

　音楽学第16巻（I・1皿合併号）1970参照。

　　なお，バビロニア以外の共同体のものには，もっと装飾的で音域の広い例があり，この点で，バビロニ

　アの例は，よりオリジナルだと思われる。

32）　a＝2アM∫γs．520（17）；b＝2ア〃∫γs．521（4）；c＝2ア〃1’γs．521（5）

33）　　a＝J1M　p．54（1）；b＝ノハ4－p．55（5）

34）　　a＝JM　p．54（2）；b＝JM　p．54（3）；c＝J皿p．55（4）；d二JM　p．55（4）；e＝J〃P．55（6）

35）　Gブoηθ∫γp．629

36）　a＝4M　s．522（e）；b＝ηW　s．523（3）（譜例申の数字は，a，b両方の譜例に共通のモティーフ

　を示す）

37）　a＝JM　p59（1），b＝JM　p59（3）　（aは，2つのモティーフ　　第2度gでおわるものと，主音

　！でおわるもの一からなる。Ex．17aも同様）

38）　　a＝JlM　p．59（2）；b＝Jワぱp．59（4）

39）　この例のように，他の旋法を借りる習憤は，アシュケナージムの特徴である（J”p．58）。

40）　　2！ハ4F　lT7s．516

41）　　HB∫s．78

42）　Gηoηθ1γp．629

43）　a＝4〃∬s・519（1）主音はみ，音列，半音上行ト6．特別なアクセントのとき∂まで上る。半終

　止の切目で，つねに下行2度αを形成する。（ユニゾン）；b＝4〃〃s．519（2）aと同じ構造。5度

　下に移したもの。（アンティフォン）；c＝4〃∬s．521（6）；d＝4M〃s．521（7）
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44）p．WagneL　E妙脇ブ〃〃g．加肋gブ3goブ｛α桃6加〃肋Zo肋〃∬τs．83ff．参照。

45）　a＝J〃P・62（1）ドリア；b二J1Mp．62（2）ドリア；c＝〃P．62（3）ドリア；d＝∫Mp．64（15）

46）　a＝JlMp．62（4）フリギア（ヒポフリギア）；b＝JlMp．64（16）

47）　a＝JM　p63（7）主音6，半終止6，b＝J皿p63（8）主音6，半終止！（Pentachorda11me），

　c＝JM　p．64（17）

　　aは。4”∬s．520（10）と同じもの。bは，4M∬s．520（11）と同じものだが，少し異なる（つ

　ぎの譜例参照）。

　　　　　　　Ps，119　1　A8hk⑬皿魁zic　　ZfW工V8，520　（11）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　磐　　多　　　多

48）　a二JM　p．63（9）リディア（ヒポリデイア）；b＝JM　p．63（10）主音尤保続音と半終止は長3度上

　のα（Z！〃∬s－519（4）に同じものがある。ただし全体に長2度高い）；c＝J〃P．64（18），Z！〃1γ

　s．521（2）

49）　　a＝JlM　p．145（3）；b＝J〃P．146（4）

50）Teff11a旋法は，元来，Pentateuch旋法（ギリソァ；トリァ）から引きだされた。ギリシァ：ヒポド

　　リァ旋法に柏当する。テトラコルド型。JM　p．73，P．75Ex．1～3参照。

51）∫M　p．73，P．76Ex．4参照。

52）　　＝invitatiOn　fOr　Praye「

53）　J〃p．146（6）

54）　Jハグp．146（5）

55）JM　p．41Ex．3参照。

56）　レコード，D｛θ一M〃∫批ゐブB必4伽∂θブ　Trα∂伽o〃AZ玄加伽あ50ゐぴ〃4o”刎　（E．Gerson＿Kiwi）

　（Schwann－Ver1ag－D七sse1dorf　AMS5004）Se1te　A，1，皿〃5η雌ゐZα3〃θ（E　Gerson－K1w1）

　（Mus1ca　Sacra：Lumen　AMS8）Face　A，1

　　拙稿，東示酉術大学音楽学部楽理科卒業論文付録採譜ノート，31，音楽学第14巻（W）1968，p221

　譜例4参照。

57）E　Gerson－K1w1ηκM刎καZ五昭ωツφλ〃αθ肋ムrαθZテープおよび解説論文p8参照。

58）祈祷（歌）旋法は，古代聖書旋法から派生した申世ユダヤ音楽旋法である。JM72ff．；Gブo砂θ”

　P．628参照。

　　聖書旋法と祈祷（歌）旋法との関係。Pentateuch→Tef111a，Prophets，Lamentat1ons，Psa1ms→

　Se11cha，Mogen－0Y0s，Job，（Psa1ms）→V1ddu1

　　聖書旋法，祈祷（歌）旋法は，ユダヤ音楽のもっとも古く，もっとも真正なセム。オリエント的要素の

　∵部を構成しており。後棋のユダヤ音楽創造の基礎となった。

59）　a＝Z！ハ∫1γs．523V1I；b＝Z∫〃∫、7s．523V皿1

60）ギリシァ：ヒポドリア旋法JM73f．

61）　　a＝J〃P．166（4）；b＝J〃P．172（1）

62）J〃p．170参照。

63）　a＝〃P．167（7）；b＝JMp．172（2）

64）Isaacの犠牲をとりあつかっている。JM　p170参照。

65）　　a二J1〃P．75（1）；b＝J＝M　p．75（2）；　c＝J1M　p．75（3）；d＝JM　p．76（5）

66）　a＝JlM　p．76（4）；b＝JlM　p．76（6）

67）本稿p．57（ii）参照。

68）J〃PP．132－133参照。

69）　＝tune（旋法modeではない）

sokyu



70) 

71) 

72) 

73 ) 

74) 

75) 

76) 

7JC ~P 4=*-' ~: 75 

JM 144ff., 17lff., A. Z. Idelsohn "Deutsche Ele7nente tm alten Synagogengesang Deutschlands" 

(Zeitschrift fi~r Musikwissenschaft 9/10 Heft 15. Jahrgang. Juni/Juli 1933 s. 385-393) ~~-~_ ~~. 

7 ~/ * ir~~- ~~A~)~~f~~~~A~t~~CD~~~~ (Steiger~~) IC1)V~C}~. JM 137ff. -~~~......~~(. 

~~ The term Steiger may be interpreted either with the German Weise (way, wise, mode) or 

as a denvatron from Steigen ascendmg, 1.e., scale or curve or successin of tones. (JM 

p. 503 Note 22) 

a =JM p. 138(2) ; b =JM p. 138(3) ; c =JM p. 141(11) ; d =JM p. 29(2) 

prayer-mode ~) I ~. JM p. 78 ~~_~= ~~. 

Morocco eC~~~~[~]~C)~~~~. 

a =JM p. 168(9) ; b =JM p. 172(5) 

~L~t~~f7 ~f~)~l (7 8~J) C~) 9 FI ~. -:r!)~H~l/~~) ~~-~~~y~~(!.~.~ ~~=^-~~.'11~~~~{!~~~~~~~tL7-L(L~ ~~,f~~~ 

~I. 

a =JM p. 173(6) ; b =JM p 173(7) 

~~~;~e~/*-~~~~ 

FH:B 

Grove IV 

HE:I 

HOMSI, II. 

JM 
ZfM IV 

E. Gerson-Kiwi. Halleluia and Jubilus in Heb7-ew-O1-iental Chant. (Festschrift 

Heinrich ~;esseler, Leipzig 1961) 

E. Werner. Jewish Music. (Grove's Dictionary ofMusic, vol. 4, Fifth ed., London 

l 9 54) 

A. Z. Idelsohn. Der Jiidische Tempelgesang ; P. Wagner. Der Gregorianische 

Gesang. (Handbuch der Musikgeshichte, Erster Teil, Berlin 1930) 

A. Z. Idelsohn. Hebrdisch-orientalischer Melodienschatz, Band I, Leipzig 1914 ; 

E:and II, Leipzig 1922 

A. Z. Idelsohn. Jewish Music in its Histol-ical Developlnent, 1929, New York 3/1967 

A. Z Idelsohn. Parallelen zwischen Gregol~ianischen wid Hebr.-orientalischen 

Gesangweisen. (Zeitschr. f. Musikwissenschaft IV, 1922) 




